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nを正の整数とする．以下の問いに答えよ．

1 n次正方行列 A = (aij), B = (bij)に対して，A, B を下三角行列とするとき，AB も下三

角行列になることを示せ．ただし，講義で用いた方法と同様の方法を用いることにより解答

せよ．

2 A = (aij)を全ての成分が実数である n次正方行列とする．このとき，A2 = −Eを満たす対

称行列Aは存在しないことを示せ．
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4 A =


1 2 −3

2 a −6

−3 −6 a

 とするとき，Aが正則であるための aに関する必要十分条件を求

めよ．さらに，この条件のもとでAの逆行列を求めよ．

5 Aを 3次正方行列とする．連立 1次方程式 A
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 に対して，次の問いに答
えよ．

(1) この連立 1次方程式が自明でない解をもつための必要十分条件を，Aを用いて３つ答

えよ．

(2) A =


0 a a

a 0 a

a a 0

とする．この連立 1次方程式が自明でない解をもつための，aに関

する必要十分条件を求めよ．

6 次の連立 1次方程式を，掃き出し法を用いて解け．

(1)


5x1 + 3x2 − 2x3 + 3x4 − 8x5 = 0

−3x1 − 2x2 + 2x3 − x4 + 3x5 = 0

2x1 + x2 + x4 − 3x5 = 0

(2)


x− y + 3z = 5

−x+ 2y − 5z = −8

x+ y + (a+ 6) z = b− 6

ただし，a, b を定数とする．



2014年度前期到達度評価試験の略解

1

A, Bは下三角行列であるから，aik = 0 (i < kのとき), bkj = 0 (j > kのとき)．

従って i < jのとき，

ABの (i, j)成分 =
n∑

k=1

aikbkj

= ai1b1j + ai2b2j + · · ·+ ai,j−1bj−1,j + aijbjj + ai,j+1bj+1,j + · · ·+ ainbnj

= ai1 · 0 + ai2 · 0 + · · ·+ ai,j−1 · 0 + 0 · bjj + 0 · bj+1,j + · · ·+ 0 · bnj

= 0.

よって ABのどの列においても，対角成分より上の成分は全て 0となるから，ABも下三角行列

になる． □

2

方針:A2 = −E を満たす対称行列 Aが存在することを仮定し，A2の (1, 1)成分と −E の (1, 1)

成分を比較することにより，矛盾を導く． □
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□



4

aに関する必要十分条件は，a ̸= 4, 9．

Aの逆行列は
1

(a− 4) (a− 9)


(a+ 6)(a− 6) −2(a− 9) 3(a− 4)

−2(a− 9) a− 9 0

3(a− 4) 0 a− 4

．
□
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(1)：教科書またはノート参照. □
(2)：a = −4, 8． □
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(1)：
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(t1, t2：任意定数)．

□

(2)：



a ̸= −7のとき，


x
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 =
1

a+ 7


2a− b+ 19

−3a+ 2b− 31

b− 5

．

a = −7かつ b = 5のとき，
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 (t :任意定数)．

a = −7かつ b ̸= 5のとき， 解なし．

□


